
課
題

 演習林が広域で、全域を把握できていない
 機械や設備の導入における費用が大きい
 機械、ソフトの扱いが難しい
 森林林業分野への進学・就職率を上げたい

実施プログラム RTK搭載ドローンレーザー測量で演習林の見える化を目指す
３次元点群データ処理を学び、処理ソフトによる解析を体験する

高知県立高知農業高等学校スマート林業教育プログラム

作成
方針

演習林全体を把握するため、事業体によるドローン測量、３次元点群データ処理で演習林管理や実習に必要な情報の
整備を行う。

スマート林業による森林資源情報の見える化の体験を通して、森林・林業分野への進学・就職への関心を引き上げる。

高知県
高知県立
高知農業
高等学校

プログラム
の作成支援

株式会社インフラ
マネジメント、
株式会社金剛、
福井コンピュータ
株式会社

技術提供

 生徒１人に１台のPCを配付し、
第１回で取得したデータを元に、
３次元点群データ解析ソフト
「TREND POINT」の操作体験を
実施。

第2回 ３次元点群データ処理

伐採跡地の点群データを解析ソフトで表示

第1回 ドローンを活用した林野測量

RTKとは、衛星との通信に加え、基地
局からの位置情報データによって、移
動局での高い測位精度を実現する技術

基地局
移動局

位置情報
データ送信

 生徒は基地局の設置、ドローンの組み
立て等の準備作業を実施し、飛行ルー
トの設定、ドローン飛行による測量ま
でを体験。

 外部講師((株)インフラマネジメント)
はドローンレーザー測量の機器の操作、
点群データの取得等について指導。

↓飛行ルート設定を講師が確認
←RTK基地局の設置を行う生徒

協力
体制
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